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l　個と他者について
主人公五位は､(風采の甚揚らない男であった)｡五位の(外貌は)(非凡に､だらしな-､出来上ってゐた)｡作品
はその様子を,(数へ立ててゐれば,際限はない)としながらも､しつこいまでに措いている｡(背が低い)､(赤鼻)〜(目尻が下ってゐる)､(口髭は勿論薄い)､(頬がこけてゐるから 顎が､人並はずれて'細-見える)'八色の槌めた水干),(萎々した烏帽子)､(裾のあた-の たみ方が一通-でない)(指貫) (その指貫の中から'下の袴もはかない,細い足が出てゐる)などの表現がそれである｡この作品のテーマをわか-やす-するためである｡少し前､同じ作者は｢鼻｣という作品で『今昔物語集』を粉本に'顎の下まで鼻が伸びて る内供という僧侶を措いた｡ かし､鼻が長いとどうであるかを述べようとしたも ではな-､他者を意識するということを措-のに､鼻が長いと うことをつかったまでであった｡この小説もいかに五位という男 鳳来が悪いかを書きつ-せばいい 言 わけ はない｡鳳来が悪いと亭っことを強調することによって措きやすいことがあったのである｡こ した五位 設定が先 あるから､意地悪い周囲の説明が付けやすい｡周囲は､侍所 下役'上役､同僚たちすなわちすべてである｡彼等は(冷淡を極めてゐる)Ltへ無意味な悪意)をか-し持ち､(翻弄)しょうとした｡いじめを 人間の醜さとはいえ
(注-)
る｡三好行雄｢負け犬｣で(彼は だ生きることに無器用な 存在におい 拒まれている人間なのである)とみるおりである｡しかし措こうとして るのは じめ する人間の醜さで な ｡(冷淡)､(悪 )､(翻弄)という｢待
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遇｣にあっている五位はどうしたかである｡(それでも'五位は'腹を立てた事がない)'(全然無感覚であった)ということである｡これは一見(冷淡)'(悪意)へ　 翻弄)という｢待遇｣を受容する能力がないかの如-である｡しかしそれは違う｡前者には(彼 '一切の不正を､不正として感じな ほど､意気地のない'臆病な人間だったのるVtそして後者 は(少な-もわき眼には'無感覚 らし-思ほれた)と注がつい のである｡何より証拠が'(同僚の悪戯が'嵩じすぎ)ると'(笑ふのか､泣-のか､わからな やうな笑顔 し '｢いけぬのう'お身たちは｡｣といふ)　ので る｡反応はある｡すなわち事実として無 覚だったのではな ｡(冷淡)'(悪意)､(翻罪)という｢待遇｣はあきらか 受容されていたのである｡しかしそれに応え ければ､(冷淡)､(悪意)'(翻弄)は､(冷淡)､(悪意)､(翻弄)　のまま おわる.(1切の不正を'不正と て感じない ど'意気地の '臆病な人間)が､自分の内側を守 の '無感覚という態度以外になかったはずである｡苦 み がら無感覚という仮面をかむり続けていた である｡この'悪戯をするものに対して｢ けぬの お身たちは｡｣と言ったのは (お身たちは)という二人称を使っているのであるか '｢待遇｣を受容し'それ 応えているわけである '臆病だから､(笑ふのか'泣-のかへわからな やうな笑顔)な だろ 対決で な 姿勢 ことを'相手に示している｡もちろんそれが相手に受 入れ れなければ すごすごと引き下が だろう.こ 表情で言うこの1111IHに'本当 いじめられたくない'いじめから自分を守りた が､ ろうと ば逆により以上のいじめにあうかもしれないという'悲しい悲しい五位 内面が ぞい る ｡
こうした無感覚という仮面をかむることによってようや-他者の侵略を最低限のところで-いとめていた五位が'
一度だけ他者の世界に接点を求 たの ､子犬をいじめ 子どもを制止した事件である｡声を掛けられた年 さの(子供はふりかへ-ながら'上限 使って'蔑すむやうに)'( いらぬ世話はや れたうもな ｡｣ 子供 1足下
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りながら､高慢な唇を反らせてへかう云った｡｢何ぢや､この鼻赤めが｡｣)子供が､大人に向かって言う言葉ではない｡五位もこうした対応は予想できなかった｡京の子だからすれ違うことはあったろうが､面と きあうという意味では初対面のはずである｡初対面 相手を判断したということは､( )に代表される五位の(風乗の甚だ揚らない)ところを見たか としかいいようはあるまい｡初対面の子供までが､(冷淡)､(悪意)､(翻弄) 類する対応をするほど､五位は(風采の甚だ揚ら )男だった｡し し風乗 揚らないことはもう述べた｡問題は､たとえいなる相手とでも'他者とのコンタクトをとるとい ことは五位の内面を傷つける結果を たらす､｢してはならないこと｣だったと うことである｡(云はな-ても 事を云つ ､恥をかい 自分が､情けなくなっ )〜(彼は､きま-が悪いのを苦し 笑顔に隠し)て､去っていった｡もうどのような事態に出逢お と､五位 反応してはいけないはずである｡周囲の扱いに対してかす な反感は持つ｡だが'その臆病さ加減は他に類を見ないと言って いだろぅ｡存在のあまりに小さい自分 ､強大な他者とを認識しているからである｡その他者はへへ冷淡Vtへ悪意)､(翻弄)という対応をする｡身動きはできま どう扱われようと'扱われ がまま い ほかあるまい｡この作品の前提条件になっている個と他者 の関係である｡後で述べ が､ゴーゴリの｢外套｣ ヒントになったこ ､岩波書店版
( . 1 ; 2 ｣
の全集の注にも指摘されている｡模倣した って いほど 類似点を持つ｡だがへそれ やはりヒンー ろう｡｢ひょっとこ｣で､酔いと嘘と(誰にでも腰が低 ) い マスクを ぶっ 世間から身を守ってい 平吉 ､姿を変えてここに(無感覚)と うマスクをかぶ て世間から身を守 五位 し 登場している｡その表現を借-るの都合のいい人物を｢外套｣ 見たというのが､芥川の小説系として正確というべきだろう｡
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二　丹波から来た青年の目
丹波から来た　(無位の)　(青年)　の目を通しても'いじめる侍たちと'いじめられる五位は措かれる｡彼は'五位
に(人間)を見'いじめる仲間たちに(世の中のすべてが'急に､本来の下等さを露すやうに)思う｡しかし､こう思う彼は例外でなければならない｡例外でなければ'五位に対して同情する者が多数いることになって'この話の(無感覚)　で内面 守ろうとする前提を崩すからである｡こう思う彼は1人だLt　しかも現場にいながらス--リー展開に関わってこない｡これはストーリーの当事者を外から見る役割を与えられた存在である｡その意味で'語り手に近い位置にいる｡｢鼻｣で'(人間の心には互いに矛盾した二つの感情がある)として｢傍観者の利己主義｣を地の文で説いた芥川は､ここでは登場人物の感情をもって'五位と周囲 両方を措いてみせる｡少なくとも五位の内面同情する者の目が好都合だったと言う とである｡
三　欲望と他者との接触
さて､｢芋粥｣は､不特定多数(自分以外というべき )　に対して(無感覚)　の態度をとることによって自己を守
るところから始ま-､その変化を(欲望)　に絡めて説き進む形を っている 八では'この話の主人公は'唯'軽蔑され 為にのみ生れて来た人間で'別に何の希望も持ってゐないかと云ふと'さうでもない)として 芋粥 する欲望を示す｡(芋粥)は､(無上の佳味として'上 万乗の君の食膳にさへ'上せられ)る程で'そ を(飽きる程飲んで見たいと云ふ事が､久しい前から'彼 唯一の欲望にな た)0(彼自身さへそ が'彼の1生を貫い ゐ欲望だとは'明白に意識しなかった事であらう)と う｡意識し かったとはいえ 他者との関わり 無に近い小さな自己でしかなかった五位を考えると､これは極めて大きな意味を持つ｡なぜ ら､五位の欲望は他者 関係と
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はまるで異なる自己内部のものだからであ-､しかも他者に対して(無感覚)という態度によって内面をさらさない五位であ ことを考えると'他者と 関係と欲望とは交差しようもなかったということである｡したがって､他者に愚弄噸弄され 人生と'芋粥に飽きたいという の人生は､並行して存在してのである｡五位 その意識はなかったとはいえ､作品は(無感覚)という態度によって(一生を貫いている欲望)は傷つくことなく守られていた である｡外見からは決して見ることのできない内面という設定 読まねばならないのである｡作者は別の作品｢蜜柑｣小娘が(下品な顔立ち)という外面 内側 弟たちへの優しさという面を隠し持ち､｢地獄変｣ 良秀という(見た所は唯'背の低い､骨と皮ばか-に痩せた､意地の悪さうな老人)が内に親から子に向けた強い愛を隠し持っていることを示した｡五位の(無感覚)という外面は〓生を貫いて る欲望)を隠し持っている｡同じ図式である｡｢蜜柑｣の小娘の内面も'｢地獄変｣の良秀の内面も見えに-い外面の内側にあった｡五位の内面も同じように見えにくかった｡しかし五位の場合前二者のように容貌によって 面が見えに-かったの はな-､容貌 加え へ無感覚)の態度という一種の行為によって内面を守って た点､前二者とは異なって た｡したがって行為の変化によってストーリーは変化する｡
(無感覚)の態度によって守られた､五位の自己そのものである(欲望)に対して､｢大夫殿は'芋粥に飽かれた事
がないそうな｣と声がかか ｡それ (噺笑)の響き 持 るし 続いて言 ｢お気の毒な事ぢや｣も (軽蔑と憐欄)の声である｡これだけなら'今までの他者と変わるところ ない｡五位は､(腹を立 た事がない)､(全然無感覚)の態度を通すはずである それが長い間と きた方法なのだから｡しかしこ と は違っ ｡(糊笑)へ蔑と憐潤)の声であったが､｢お望みなら､利仁がお飽かせ申さう｡｣ いう〓吾がついている｡これは五位にとって､今までの他者との関係 は い｡自己の一生に関わる欲望と関係していた｡だから(始終､ ぢめら てゐる犬
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は'たまに肉を貰っても容易によりつかない｡五位は､例の笑ふのか､泣-のかわからないやうな笑顔をして､利仁の顔と 空の椀と 当分に見比べてゐた)となる｡恐怖の他者 はずなのに'欲望を滴足させて-れると亭っいわば理解不能の語りかけだからである｡五位は変わる｡(おいやなら'たってとは申すまい)という'決断をうながす一言で'｢いや--恭うござる｡｣と言うのである｡利仁を含めてその場にいる人は､あきらかに五位を笑いものにしている｡五位の｢いや'恭うござる｡｣を真似してまで､笑いものにしている｡それを本人に繰-返させることによって'なお一層笑いたさに'利仁が'｢--しかと､よろしいな｡｣と言うと'五位は｢添うござる｡｣を り返す｡笑われる人生の中 つかんだ 他者に対する態度ならへ無感覚のはずだ｡ここで ､笑われること わ っていながら'自己の欲望が満たされるこ を確認す かのように｢恭うござる｣を繰-返すのであ ｡五位にとって'笑われるかどうかでは かっ のである｡人生に関わる重要 判断行為だったのである｡｢--しかと'よろしいな｡｣｢恭うござる｣と言う､利仁にとっては笑 の材料でしかな ったことが'五位にとっては欲望実現への確認 う積極的行為であったのだ｡(芋粥の二字が､彼 すべて 思量 支配してい )のは間違いな ｡こ とき外界 の接点を持つことが始まったのである｡
この場の意味を確認しておこう｡｢恭うござる｣を繰り返させたさに｢--しかと､よろしいな｡｣を言う利仁は'
五位を噸笑する者 して'他者 一群に入 ｡これ 客観的にそうであ ｡しか '五位の主観にお は'利仁は｢芋粥に飽-｣という意味と同義と言ってもい だろう｡利仁とい 人間に返事を たと言う -も'｢芋粥に飽 ｣という言葉に返事 したと言っ いい｡他者たちの五位に対する態度に変化は いが'ま も対人的な関係を変化させた意識はまだないだろうが､明らかに五位につぎ 変化を予想 せる事件 る｡それは(一生を貫いている欲望)を守る(無感覚)の態度とい 鎧を脱ぎかけてい と てい だろう｡
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四　欲望の教えた新たな人間関係
利仁に誘われて出掛ける当日｡東山と思えば､粟田口､粟田口と思えば山科､そして関山も三井寺もすぎて､利仁
は敦賀まで行-とうち明ける｡盗賊が横行する遠い道である｡芋粥への欲望からすれば､敦賀であれ何処であれ行くはずの五位である｡その予定が告げられていれば､下人を連れて安心な旅にしたろう｡だが,利仁は三井寺を過ぎてから､敦賀まで行-と明かす｡これは､今さ 下人を召 ために1度帰ると言っても,利仁はそれを待ってはくれない場所だろう｡道中が不安であるから利仁と別れて帰るか､それとも危険を冒して利仁の与える芋粥への欲望に進むか｡その決断を迫る設定 かろうじてへ｢芋粥に飽 む｣事が彼の勇気を鼓舞)した｡決断をさせたの 不安感に勝った欲望である｡このときへ欲望)は間違いな-五位の内にあった｡利仁が､(先に立って,馬を進めた)で､五位もやむを得ず､(うろ覚えの観音経を口の中に念じ念じ､例の赤鼻を鞍の前輪にすりつけるやうにして､覚束ない馬の歩みを'相不変とぼとぼと進めて った)｡ここに示される五位の不安ながらも利仁 い 行くというのは､五位にとっての利仁の意味が変化していないことを示し いる｡利仁は､五位にとって｢芋粥に飽く｣と言う語に等しい存在のままである｡五位の基本的態度はそれ程変わっ ない｡
五位にとって利仁の存在の意味が変わるのは､正確には利仁の新たな意味の追加は､狐の使いの事件である｡それ
は五位の､他者に対する態度の変化点でもあった｡利仁は､野の狐 馬で追って手取-にし､伝言を言いつけて草むらに放り出す｡これを八 は､ナイイヴな尊敬と賛嘆とを洩らしながら､ の狐さ 膜便する野育ちの武人の顔を､今更のやうに､仰いで見た)0(今更 やうに)は､このときが変化点だということを示して る｡それまで 五位は､他者に対して､(無感覚)と う形で拒絶するだけで に付 て来た ､人間関係と言うよりも､(芋粥)という欲望に向かって来た 言 べきだったろう しかしここでは､変わった｡(利仁の意志に､支配さ る
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範囲が広い)ことを知り'(その意志の中に包容される自分の意志も'それだけ自由が利-やうになったことを'心強く感じ)た｡もちろん五位にとって芋粥への欲望を満足させて-れる相手であると同時に､今さら京に一人帰ることもできないから'その(意志に盲従するより外 仕方がない)相手であった｡頼-にせざるを得なかったにしても､(観音経を口の中に念じ)　ていたときには'腕っ節としてそ ほど信用していなかったはずである｡そこ この支配の広さ'すなわち頼りがいを感じた｡このとき五位に っ 利仁は全面肯定できる相手となったはずだ｡(無感栄)という拒絶とは反対の方向に動- は やす-理解できる｡相手の気持ちと自分の気持ちを交差させる方向である｡したがって'ここ (阿訣) 予告されるのは唐突で あるまい｡五位は'(自由が利-やうにな た) 思うが'しか それは誤りである｡他者の迫害に対して(無感覚)　の態度で応じていたときは､対人的 は苦しかろうが､内面は自由だ たはずだ.内面は'1生をかけた欲望を持ち得た五位固有の自由をもってい のだから.(阿訣)は､狐の使いの結果'利仁の郎党が迎え 来た き '(｢ れは､又､稀有な事でござる う｡｣五位は利仁の顔と､郎党の顔とをへ仔細らし-見比べ がら､両方に満足 与へるやうな'相槌を打った｡)'(｢何とも驚 入る外は'ござらぬのう｡｣五位 ､赤鼻を掻きながら'ちょいと'頭 下げ 'それから､わざとらしく呆れ やうに'口を開いて見せた｡)と'露骨に見られる｡ 無感覚)　 態度と う鎧 を捨て去 たうえでコンタクトを求めた態度といえよう｡阿談とはそういうものである｡この時(自由 き-やう に思っ のは(利仁 意志に､支配る範囲)なのであるから'｢不自由｣の別名であったといってもいい｡
五位は初めて阿訳の態度を持った｡それは'芋粥という欲望を満足させて-れ'しかも八日分の意志)を包容して
くれる利仁'そしてその郎党だか である｡これは敵 はなく好意的 他者である｡敵ではない はいえ 郎党は初対面である｡利仁は'侍所にいる他の連中と異ならず'五位を噸弄して た 噸弄の延長にあっ 気まぐれな憐潤
9 ｢芋粥｣論
の情から'芋粥を飽かせて-れることになったのである｡確定的な味方ではない｡しかも,利仁及びその郎党と五位との関係は､五位がー方的な受益者である｡利仁は他の侍連中と同じ態度にもどるかも知れないと考えれば,五位は'一方的な受益者の立場を何時崩されるかも知れない｡それは'芋粥の欲望満足が,一歩手前で崩されることでもぁる｡作品は､五位がここまで意識していたとはしていない｡しかし､そうした可能性があるにもか わらず,利仁と郎党は､五位 身を守へそ 欲望 満足させ べ-事を運んでい-｡有り難い好意ある行為というはか ｡この時五位に出来る行為は何もない｡ きるのは感謝'あるいは好意 表情･態度だけで ｡とすれば､その表情･態度は好意の気持ちを拡大した のになるはずだ｡五位の表情が(わざとらしく)と評されるの 無理はない｡この狐事件は､五位にとって新たな､好意ある他者の発見と'その他者に敬-入る阿談の態度の発明という､五位を転換させる極めて大きな事件だった｡五位 まだこ とき､阿談が､(一生を貫 てい 欲望)をつぶ ,そのかわりに物質芋粥を与えるものであることに気づいていない｡
五　欲望の確認
へ長穂に起してある'炭火の赤い焔)､(綿の四五寸もはいつた'黄いろい直垂)､(練色の衣の綿厚なのを､二枚)
であたたかい､そして(酒の酔)も加わって(陶然)として る｡利仁 館での五位は､完壁な快適の状態 ｡だが､五位の欲望はへその快適すら越えている｡こうした快適 状態にあっても､満足せず 芋粥のことを思っているのである｡
その気持ちは､(何とな-釣-合いのとれない不安)と表現される｡釣り合いのとれないというのは､(第二時間
のたって行くの 待遠い.しかも れと同時に､夜の明けると云ふ事が､-芋粥を食ふ時になると云ふ事が､さ
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う早く来てはならないやうな心もちがする)｡欲望に向かう意志'しかし'物質芋粥を飲めばへその欲望はな-なってしまうということに'それと く気が付いているということだろう｡(どうもかう容易に｢芋粥に飽かむ｣事が'事実となって現れ '折角今まで'何年とな-､辛抱して待ってゐたのが'如何にも'無駄な骨折のやうに'見えてしまふ)と思う｡(辛抱して待ってゐた)それこそ (欲望)行為でありへそ とき五位は(欲望)の人として生きていたわけである｡(容易)さとはなにか｡それは他人に芋粥を与えられることである｡与えられるため 五位は何をしたか-自分 はな-利仁を頼り'阿談を身につけたのであ ｡(無感覚)の態度という(欲望)を守る鎧を捨てて(阿訣)　の態度をと たとき'(欲望)行為は終わり'物質を与えられる人になっ である｡
そのうえ､利仁の館で'芋粥を作る場は'五位の欲望を徹底的につぶす｡八四五枚の長延の上には､丸太のやうな
ものが'凡そ'二三千本'斜につき出 た'檎皮葺きの軒先へつかへる程'山のやうに'積んである)'八五斜納釜を五つ六つ)'(若い下司女が 何十人 -)､(戦場か火事場へでも行ったやうな騒ぎ)だという｡いずれも想像 絶する大量を示している｡利仁の支配力の強さで'何百八分､何千八分もの芋粥がい-らでも用意させ ができるものという意味である｡五位の 食欲は'実 '此の時もう'一半を減却し し ったのである)という｡こうしたやすく用意された､大量の芋粥は'一生をかけて求めて得たものではなく何の苦もな-用意 き とい 注釈付きで与えられたものである｡これは求めてい も と違う｡し がって朝食 膳 向か て､芋粥を口にする前にすでに満腹を感じた いうのは当然である｡この食べる前の満腹感は五位内部にあった(欲望)意識 拒絶したものだろう｡目の前にあるのは欲望 はな-､大量という言葉を冠するこ ができる物質だからである｡
もはや'芋粥を飲むことは'(欲望)が(物質)に取って代わられたことの確認でしかない｡にもかかわらずへ飲
まねばならなかったし'飲んだ｡ここま 成 ゆきとし 仕方 ない い ことであ ｡成 ゆきとは'五位
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粥飲みたきにへへ無感覚)の態度を捨てへ利仁とその一党に(阿訣)の態度で接するという人間関係を作った｡(阿読)　の態度で芋粥を求めた五位は(阿訣)　の人間関係で得た物質芋粥を飲まねばならないのである｡
重ねて強いられて苦悶する五位を救ったのは､狐の登場という場面である｡だがこの場面は､五位を､芋粥をさら
に飲まねばならない立場から救っ という意味を持たせられているのではない｡(｢狐も'芋粥が欲しさに､見参したさうな｡男ども､しやつにも､物を食はせてつかはせ｡｣利仁の命令は､言下に行ほれた｡軒からとび下りた狐はすぐに広庭で芋粥の馳走に､与ったのである)｡芋粥 '万乗の君のもの も何 も ､狐に 食べさせる､ありふれた物質だったということを示す 面なのだ｡最後に(銀の操に向つて大きな境をした)時､五位にとってその中身はもはや欲望でも何でもな-狐の餌程度の 質になっ いた ずである｡
芋粥への欲望を否定し去られた五位は'かつてのへ多-の侍たちに愚弄されてゐる)が､(芋粥に飽きたいと云ふ
欲望を､唯一人大事に守ってゐた)へ彼自身 ､なつかし-心の中でふ-返った ｡ここにこ 小説のテーマが集約される｡(外貌)が(非凡に､だらし -､出来上がってゐ ) め ､誰からも軽蔑噸弄されていたが､一つの欲望に支えられた内面を持っていたの ある｡いずれ五位は基経の館 もど だろ ｡同じへ外貌)を持って帰る五位は'その時､かつての五位と同じように愚弄される存在に帰るだろう｡ かし､ 一つ持 てい 欲望は失われまま帰らない｡この異点は極めて きい｡この欲望は( の1生 貫いてゐる欲望) ､(彼がその為に､生きてゐると云っても､差し支えない程)だったのである｡被害者的にいえば､ わば彼は利仁の気まぐれな好意によっ 人生を失ったのだ｡しか ､問題は である｡五位は､欲望の対象芋 利仁が与えるという申し出にたやすく乗る｡無理はなかったとはいえ､そこに敗北の出発があった 五位は か る扱 に対してもへ無感覚)という態度で外界との接点を捨てるこ によって身を守っていたはずで る｡これは得 こともないか り 失うものもない
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である｡しかし'五位は利仁に｢いや--番うござる｡｣と応えることで接点を持ってしまった｡しかも､旅の途次頼-がいがある利仁に対して阿談の態度とい きわめて濃い接点の方法までとる｡こうしてあ-ついたのが'芋粥である｡芋粥はたやす-与えられるという意味で'もはや完全に物質としての芋粥であって'〓生を貫いてゐる欲望)という精神的なものではなかった｡むしろ　(1生を貫いてゐる欲望)を否定するもの あった.にもかかわらず､(阿訣)という接点を持ってしまった五位は'欽みた-な-とも勧められれば人間関係として飲まざるを得ないのである｡(無感覚)という人間関係を拒否し 人生を送っていれば'い なものを飲むこともなかったはずである｡
六　｢今昔物語｣との関係
粉本はすでに知られているように　『今昔物語集』　｢巻第二十六　利仁将軍若時従京敦賀将行五位語第十七｣'『宇治
拾遺物語』　｢十八　利仁暑預粥事｣　(巻1ノ十八)　であ が 両者の話内容に大差はな .芥川｢芋粥｣で詳しく述べる'だらしなさや臆病'また他者による愚弄のたぐいはな-'｢東レ､何カデ暑預粥二飽カム｣と言う嘆きの三一口に利仁が応ずるのである｡もちろん糊笑も軽蔑も示されない｡そして｢芋粥｣と同じ-四五日後へ東山 近- 湯に誘い'言を左右しながら敦賀に向かう｡経路は同じ､三井寺で食事をとるのも'狐 捕らえて使 にするのも同じである｡異なるのは､到着の夜'伽の女がとも寝したこ '芋粥の場面ののち一月ほど滞在し'帰郷の時 は多-の贈-物を貰ったこと､その幸運に対する語り手のコメンーが こと ｡
この共通点と異点をどうとらえるか｡｢羅生門｣における古典との関係'｢鼻｣における古典との関係と比較すれば
明らかに別の手法が用いられてい ｡｢羅生門｣　の下人は'粉本では盗 になるつも-で上京してきた男である｡髪を抜-老婆と'髪 抜かれ 女とは'粉本では別説話であった｡ は利用されて がへ粉本の説話を忠実に再現
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しょぅとはしていない｡作者の都合で粉本と矛盾することを避けていない｡｢鼻｣の場合､粉本では､治療の時穴から煙のようなものと､小虫が出るとしているし､手術後二三日でまた腫れるので'腫れる日が多いとし､鼻を短くする手術を何度もしていたらし 等の小さな異点はある｡詳し-は｢鼻｣論にゆずるが､｢鼻｣は､説話全体を練り直した上で新たに構成したが､細部に修正は加え はいても作中事実はおおむね粉本と矛盾 ないとしてつきあわせることができる｡ところが｢芋粥｣では事件の経過は粉本に忠実である｡異なる ころを確認しよう｡贈-物とそれに村するコメントは'｢今昔物語｣｢宇治拾遺物語｣の作者の興味で ｡｢芋粥｣では､そこに興味を持っていない｡｢芋粥｣の興味は､欲望を失うまでであっ 二月の滞在及び贈-物に なかったと言うことである｡言葉 換え言えば､五位にこの後の滞在贈-物はあったとしてもかまわないが'この小説の扱うテーマから見ると蛇足にしか過ぎないから言及していないと見ればいい｡粉本を改変した では -､省略したのである｡伽の女も省略と見ていだろう｡伽の女もいたかも知れない｡しか ､芋粥に対する欲望に終始する五位を措く上からは,あえて書かない方がわかりやす と言うことだ｡｢羅生門｣とも｢鼻｣と 異なる手法で､作中事実をそのまま ったこ としてそっくり借りて､別のテーマを表現しようとしたものである｡粉本 作品の事実関係としては｢源平盛衰記｣ ｢袈裟盛遠｣　の関係に近づく｡
(注3)
七　ゴしコリ｢外套｣との関係
｢外套｣のアカーキイ･アカーキエヴイチは'名前に関することなど生まれから語られているなど､五位と異なる
点は多々ある｡ストーリーも､自分の書-文字に執着した-､命を落 し'幽霊となって出てくるなど,これも異なりすぎる｡しかしそれにも関わらず､五位にそっ-りである｡そっ-- のは(いった 誰が彼 任命した かにつ
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いては,だれもそれを思い出せなかった)が'｢芋粥｣の(この男が'何時'どうして､基経に仕へるやうになったのか､それは誰も知ってゐな )に'また(若い官吏たちはまた'官庁的機知の限りをつ-して'彼を冷やかしたり,皮肉を言ったりしたあげく,彼の面前で'彼についてのいろんな作-話をする)が'｢芋粥｣の(年下の同僚も'亦それを機会にして 所謂興言利口の練習をしようとしたからである｡彼等は この五位の面前で､その鼻と口髭と､烏帽子と水干とを,品隠して飽きる事を知らなかった)に似 いる.ケして'(ひと言も言葉を返そうとしなかった)が,五位の(全然無感覚)に似 いる｡そ 他い-つも挙げられようが､要はだらしない主人公アカーキイ･アカーキエヴィチが,他者の目との関係で五位と同一人物と言ってい ほど似て るのである｡ただ'そうだとしても似ているのは偶然かも知れない｡ かし'アカーキイ･アカーキエヴィチの(『ぼ-をそっとし おいて下さい-なんだっ きみ ちはぼくを辱めるんです-』)というの 聞き､(人間の心のなかには､ かに多-の非人間的なものがひそんでいるか)(どんなに多- あらあら い粗暴さがひそんでいる )を見る(最近役所へはいっ きたばかり 一人の青年)が,r芋粥｣の五位が'(｢ けぬのう'お身たちは｣と云う声を聞 て 二世 中のすべてが､急に,本来の下等さを露すやうに思はれ)るようになった(或無位の侍)に似ていることを示せば'類似は偶然でないと言っていいだろう｡特にこの両者は'主人公を見るが､ストーリー展開に関わらない点 お も同じなである｡これは部分的ではあるが,構成の類似と言ってもよい｡｢芋粥｣の作者が｢外套｣を読んで ことは､以上の類似 明らかである｡それでは｢『芋粥』論｣ して｢外套｣をどのように位置づけるか｡ストーリー展開 異なる｡しかし,主人公 他者との関係は｢外套｣を利用している｡あ は模倣して る 言ってもいい｡
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八　コラボレーション
｢外套｣　の利用あるいは模倣はどうしてされたか｡それは｢ひょっとこ｣｢羅生門｣｢鼻｣とたどれば答は明瞭であ
る｡この三作で追い続けた個と他者との関係が'1つの典型として｢外套｣　のアカーキイ･アカーキエヴィチと周囲にあったからである｡この　(いじめ)られる男そしてへひと言も言葉を返そうとしなかった)男を借-､他者に(無感覚)　の態度を取る男とし､その内面に(1生を貰-欲望)を与えたうえで､｢今昔物語｣｢巻第二十大　利仁将軍若時従京敦賀将行五位語第十七｣､『宇治拾遺物語』｢十八　利仁暑預粥事｣　(巻1ノ十八)　のストーリーを体験させたのである｡では'この欲望なるものは唐突に現れたのか-ここでは詳し-は述べる紙幅はないが'｢ひょっとこ｣｢鼻｣など他者に関わる作品を作るのと平行して､｢老年｣｢青年と死｣｢仙人｣など'人生あるいは 生きることとでも言うべきものをテーマにした作品があった｡いわば'この他者というテーマと人生というテーマを持って る作者である｡｢今昔物語｣の芋粥の話と､ゴーゴリ ｢外套 は作者 中でコラボレートされ､一つの作品になる必然性があったのである｡
九　欲望の行方
最後に失われた欲望を見よう｡欲望願望については後に作者は｢ある阿呆の一生｣で　(命と取-換へてもつかまへ
たかった)　(紫色の火花)という比隙で語る｡｢戯作三昧｣　の　(侠惚たる悲壮の感激)､｢地獄変 　の　(快惚とし 法悦の輝き)　は作品中でそれが達成されたときだろう｡だが'五位には馬琴や良秀の命がけ 苦闘がない｡ただ与えられただけである｡｢芋粥｣　では　〓且､芋粥が飲めな-なつてから､又､その故障がなくなって､今度は､やつ これにあ-つけると云ふやうな､そんな手続きに'万事 運ばせたい)までで ｡作者 てはまだ 戯作三昧 地
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獄変｣　の世界はまだ見えていない｡しかし確実にその方向を向いていることを示す作品だったと言えよう｡
注-　『芥川龍之介論』　昭和五1年筑摩書房注2　平成七年版注3　｢外套｣の引用は『ゴーゴリ全集3中編小説』　(昭和五一年　河出書房新社　横田瑞穂訳)　によった｡
